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であり,またこれに対応する波数 k｡-27E/}O- √て訂7才 を図 1に記入 してある｡

実験結果は, 21℃,26oCの場合,それぞれ W｡はかな り異なるにもかかわらず (し

たがって 1., k. も異なる｡ )同様のふるまいを示 し反応-拡散系の特徴をよく表わ

していると言えよう｡今后の課題は,より短波長測の測定を精度よく行ない,全体的に

進行波のふるまいを調べることであろう｡
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図 1 Wとkの関係
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図 2 Vと)の関係

微分差分方程式の chaoticsolutions

早大 ･理工 柴 田 彰

斎 藤 信 彦

競争する2種の生物種 を記述する Volterra1,q･に timelagを考慮 した次の方程式を調

べた｡
●
Nl-N.い 1-allNl(i- a )- al･ZN;･)
●
NZ-N2(62- a21Nl- a22N2日 - β))

動 ,NZは個体数密度,aとβはtimelagで, Ei,al一 >0である｡2種が共存するよ
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微分差分方程式のChaoticsolutions

うに 81- 82-2, all-a22-2, a.12-a21-1とし,αとβをparameterとして数値

計算をした.αとβの値により安定なfixedpoint,closedorbit及び chaoticsolutionsが

得 られるo図は平面 (log｡∬ー1,10g｡Ⅳ2)上の Chaoticな場合の 叫 ectoriesである｡

closedorbitからchaoticsolutionsにいたる過程で R.M.Mayが名付けたpitchfbrkbifurca

tionが起きている｡この平面には M6biusの帯が投影 されてお り,第 3軸はこの平面に

直交 していないが logeNl (i-α)ととれることがわかる.長方形をAの位置において

1周させるとBの位置において 2つに折 りたたまれる.この様子から Mbbiusの帯は厚

みがあると考えられるが,ごく薄いので数値計算では確めにくい｡Cantor集合はこの薄

い厚みの中に重なっていると考えられ,ここにstrangeattractorを形成する｡他の初期条

件から出発するとこの M6biusの帯にまきつく別の closedorbitが得 られ,これ もaと

βを変えることにより,pitchforkbifurcationを起こして第 2の M6biusの帯になる｡こ

のようにしてαとPを適当にとることにより,いくつかの M6biusの帯がからみ合い,

strangeattractorが飛び飛びに存在するattractorが得 られる.もしN2-0,61α>7T/2

ならば爪 は周期解 をもち,N1-0, 82P>7r/2ならばNzも周期解 をもつので,この方

程式では 2つの周期解が非線形に相互作用 している｡従 ってDuffing'seq･等に類似であ

るが現象はより複雑であると考えられる｡

図 1 平面 日ogeNl,logeN2)上の chaoticsolutions
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